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(1) 総合計画について

第1回平成28年度山陽小野田市基本構想審議会会議

平成28年12月21日

① 総合計画とは？

◆まちづくりの長期的指針となるもの

◆まちづくりの最上位の計画となるもの

第一次山陽小野田市総合計画 平成２０年度～平成２９年度まで
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① 総合計画とは？

基本目標
暮らしの安心・安全を守るまちづくり ／健康・福祉、防災・防犯

市民が主役のまちづくり ／自治、行財政改革

うるおいのある快適なまちづくり ／生活環境、都市基盤

にぎわいと活力にみちたまちづくり ／産業振興、都市基盤

人が輝く、心豊かなまちづくり ／教育・文化

将来都市像
「人と出会い 支え合い 自然とふれあう

活力ある 住み良さ創造都市」

基
本
目
標

（
５
）

① 安心して子どもを生み育て
ることができる環境づくり

② 高齢者、障がい者が安心し
て自立できる環境づくり

③ 生涯を通じた健康づくり、
地域医療体制の整備

④ 市民が安心して暮らせる
環 境づくり

⑤ 市民が主役の地域づくり

⑥ 人権尊重のまちづくり、
男女共同参画社会の形成

⑦ 効率的で、健全な行財政
基盤づくり

⑧ 自然環境の保全と活用

⑨ 誰もが快適に暮らせる
まちづくり

⑩ 資源循環型社会のまち
づくり

⑪ 多様な働く場の確保

⑫ 魅力と活力ある産業の
振興

⑬ 活気にみちた往来の
盛んなまちの基盤づくり

施

策

（59）

政

策

（16）

（193）
基本事業

人と出会い 支え合い 自然とふれあう 活力ある住み良さ創造都市

総 合 計 画 体 系 図

暮らしの安心・安全を
守るまちづくり

市民が主役の
まちづくり

うるおいのある
快適なまちづくり

にぎわいと活力に
みちたまちづくり

人が輝く心豊かな
まちづくり

⑭ 意欲のある人づくり

⑮ 家庭や地域社会の教育
力の向上

⑯ 多彩な芸術文化とスポー
ツの振興

①-1 次世代育成の支援の充実
①-2 仕事と子育ての両立支援
①-3 母子保健対策の充実
②-1 高齢者福祉の充実
②-2 介護サービスの充実
②-3 障がい者福祉の充実
②-4 地域福祉の充実
②-5 社会保障の充実
③-1 健康づくりの推進
③-2 地域医療の充実
④-1 消防体制の充実
④-2 救急・救助体制の充実
④-3 防災体制の充実
④-4 市域保全の充実
④-5 交通安全と治安の確保
④-6 消費者の保護と意識啓発

⑤-1 地域コミュニティの振興
⑤-2 市民活動の活性化
⑤-3 市民と行政との協働の

まちづくり
⑥-1 人権尊重のまちづくり

の推進
⑥-2 男女共同参画社会の

形成
⑦-1 効率的な行政運営の

推進
⑦-2 電子自治体の推進と

行政サービスの向上
⑦-3 財政運営の健全化
⑦-4 広域連携の強化

⑧-1 自然環境保全意識の
高揚

⑧-2 自然環境の保全と適正
活用

⑨-1 良質な居住の確保
⑨-2 公園・緑地の整備・保全
⑨-3 上水道の整備
⑨-4 下水道の整備
⑨-5 生活交通の充実
⑨-6 美しいふるさと景観づくり
⑩-1 省資源・循環型ライフスタ

イルへの転換
⑩-2 環境衛生の向上
⑩-3 環境保全対策の推進

⑪-1 産学公連携による
新産業の創出

⑪-2 労働環境の向上
⑫-1 工業の振興
⑫-2 商業・サービス業の

活性化
⑫-3 農業の振興
⑫-4 林業の振興
⑫-5 水産業の振興
⑫-6 地場流通の推進
⑫-7 観光・交流の振興
⑬-1 適正な土地利用の推進
⑬-2 広域交通体系の整備
⑬-3 港湾整備の促進
⑬-4 高度情報化への対応
⑬-5 国際交流・地域間交流の推進
⑬-6 定住促進

⑭-1 幼児教育の充実
⑭-2 義務教育の充実
⑭-3 高等学校・高等教育機関

との連携・活用
⑮-1 生涯学習推進体制の充実
⑮-2 青少年の健全育成
⑯-1 文化財の保護・継承
⑯-2 芸術文化の振興
⑯-3 スポーツ・レクリエーション

の振興

例：政策⑦
⑦-1-1 行政改革の推進
⑦-1-2 適正な組織体制の確立
⑦-1-3 職員の資質の向上
⑦-2 省略
⑦-3-1 財政の効率的運営
⑦-3-2 自主財源の確保

主
な
取
組

（
実
施
計
画
）

例：⑦-1-1 ⑦-3-2
⑦-1-1 施設の統廃合の検討・推進

ほか

⑦-3-2 ふるさと納税の促進
ほか

事
務
事
業

例：⑦-1-1 ⑦-3-2
⑦-1-1 厚狭地区複合施設整備事業

公共施設再配置検討事業

⑦-3-2 サポート寄附（ふるさと納税）推進事業
サポート寄附（ふるさと納税）基金積立事業
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② 山陽小野田市の取組

基本目標１ 暮らしの安心・安全を守るまちづくり

子育て環境の整備や高齢者、障害者が安心して自立できる

環境づくりと市民病院を核とした地域医療体制の充実を図ります。

また、災害に強いまちづくりや、消防・防災体制、防犯・交通安全対

策等の充実した安全な地域づくりを進めます。

② 山陽小野田市の取組

①暮らしの安心・安全を守るまちづくり

【子育て総合支援センター整備事業】

子育てに関する相談・助言、
情報提供や交流促進、妊娠
期からの母子保健を含めた
総合的な子育て支援がワン
ストップで受けられる子育て
支援拠点施設を整備する
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③ 山陽小野田市の取組

①暮らしの安心・安全を守るまちづくり

■子ども・子育て支援事業【新規】
・子ども医療費助成拡充事業

・乳幼児医療費助成拡充事業

・地域型保育事業運営支援事業

■埴生小・中学校整備事業【新規】
■消防力充実強化事業【継続】
■防犯外灯助成事業【継続】
■臨時福祉給付金事業【新規・継続】

・子ども医療費助成拡充事業

・乳幼児医療費助成拡充事業

■厚狭地区介護施設整備補助事業

【新規】

■「障害者差別解消法」推進事業

【新規】

■東下津地区内水対策事業【継続】

■通学路安全対策事業【継続】

■高千帆地区浸水対策事業【継続】

③ 山陽小野田市の取組

基本目標２ 市民が主役のまちづくり

市民の自主的な活動を支援し、まちづくりへの参画を図るなど、市
民が主役のまちづくりを推進するとともに、人権尊重のまちづくりや、
男女共同参画社会の形成を図ります。また、行財政改革により効率
的で、健全な行財政基盤づくりを進めます。
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④ 山陽小野田市の取組

②市民が主役のまちづくり

【ふるさと山陽小野田

応援事業】

ふるさと納税の寄附者に対して
特産品等の返礼品を送付する

④ 山陽小野田市の取組

②市民が主役のまちづくり

■個人番号カード関連事業【継続】

■情報セキュリティ強化対策事業【継続】
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④ 山陽小野田市の取組

基本目標３ うるおいのある快適なまちづくり

快適な生活環境の整備を進めるとともに、自然環境の保全と活用、ご
みの減量とリサイクルなど環境への負荷の少ない資源循環型社会の
構築を進めます。

④ 山陽小野田市の取組

③うるおいのある快適なまちづくり

【新火葬場

建設事業】

平成3１年度
供用開始
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④ 山陽小野田市の取組

③うるおいのある快適なまちづくり

■厚狭駅南口駐車場運営事業【継続】

■都市公園施設整備事業【継続】

■大規模公園環境美化事業【新規】

■市道リフレッシュ事業【継続】

■小規模土木事業【継続】

■住宅リフォーム資金助成事業【継続】

■デマンド型交通運営事業【継続】

④ 山陽小野田市の取組

基本目標４ にぎわいと活力にみちたまちづくり

本市の経済的活力を持続的に成長させていくために、それぞれの
産業が競争力を高めるとともに、新しい産業と働く場を創り出すなど、
内発的で想像的な産業振興を進めます。また、活気にみちた往来の
盛んなまちづくりを進めるために、市街地の形成や広域交通網の整
備を推進します。



資料３

8

④ 山陽小野田市の取組

④にぎわいと活力にみちたまちづくり

【観光推進事業】

観光案内板設置事業

ハッピースポット設置事業

国際観光推進事業

観光物産宣伝事業

④ 山陽小野田市の取組

④にぎわいと活力にみちたまちづくり

■転入奨励金交付事業【継続】

■婚活支援事業【新規】

■有害鳥獣防護柵等設置事業【新規】

■就農支援事業【継続】

・青年就農給付金事業

・新規農業就業者定着促進事業

・新規就業者受入体制整備事業

■子育て女性等就職応援事業【継続】

■小野田駅前地区都市再生整備計画事業【継続】
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④ 山陽小野田市の取組

基本目標５ 人が輝く心豊かなまちづくり

自ら学ぶ力や豊かな人間性を育むために、幼児教育や学校教育を
充実させ、さらに社会教育の振興や各種教育施設の整備等による教
育環境の充実を図ります。また、家庭・学校・地域が一体となった取組
や青少年の健全育成、芸術・文化やスポーツの振興を推進します。

④ 山陽小野田市の取組

⑤人が輝く心豊かなまちづくり

【学校給食共同調理場建設事業】

現在の給食施設の衛生面と老朽化の問題を解決するため

→新しい給食施設を１センターで整備

５５００食を提供し、アレルギー対応食も提供

平成３０年９月の供用開始を予定
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④ 山陽小野田市の取組

⑤人が輝く心豊かなまちづくり

■公立大学法人山口東京理科大学運営事業【継続】
・公立大学法人山口東京理科大学運営費交付金事業

・公立大学法人山口東京理科大学薬学部校舎建設事業
・公立大学法人山口東京理科大学運営基金積立事業

■夢の教室事業【継続】
■スポーツによるまちづくり事業【新規・継続】

・レノファ山口とのパートナーシップ事業
・レノファ山口まちづくり調査事業

・パラサイクリング連盟とのパートナーシップ事業
・東京オリンピック・パラリンピックキャンプ誘致事業

■学校司書配置事業【継続】

⑤ 第二次山陽小野田市総合計画の策定に向けて

社会的要因

・少子高齢化の進行
・人口減少社会の到来

歳入は、生産年齢人口（15歳～64歳）の減少等により税収が減少する。
歳出は、公共施設の維持、更新 高齢者の医療・介護に要する
費用が増加する。

限られた財源を有効に活用した計画的な財政運営



資料３

11

⑤ 第二次山陽小野田市総合計画の策定に向けて

① このまま何の対策も講じない場合 平成７２年度の人口は約3.6万人
（国立社会保障・人口問題研究所の推計）

② 山口県人口ビジョンの仮定値に準拠した場合 約4.5万人
③ ②に加え、
(1) 本市の出生率の

実績を勘案
(2) 山口東京理科大学

の薬学部設置による
学生・教職員の増加

(3) 市内就職率の向上
(4) ＵＪＩターン強化に

よる人口増加

→平成７２年に
５万人の確保を目指す

御清聴ありがとうございました。


